
28.29 27.83 41.67 55.07 91.88 7.84 200.96 21.22 44.56－

20.81 20.33 42.53 47.64 58.86 9.35 164.41 11.62 44.98－

握力（kg）
男子平均

男子全国平均

女子平均

女子全国平均

上体起こし（回）長座体前屈（cm）反復横とび（回） 20ｍシャトルラン（回） 50m走（秒）持久走（秒） 立ち幅とび（cm）ハンドボール投げ（ｍ）体力合計点

29.02 25.82 44.16 51.22 78.07 8.01 197.02 20.40 41.32409.02

23.15 21.62 46.27 45.65 306.26 50.70 8.95 166.34 12.43 47.22

教科
阪南中学校

国語
76

数学
55

全国平均 69.8 51.0 45.6

英語
54

　昭和22年3月に、大阪市立阿倍野第三中学校
として創立。昭和24年5月に「大阪市立阪南
中学校と改称し、昭和27年10月に本校を北畠
校舎（現在地）に移転し、現在に至っている。

　平成29年11月に創立70周年記念式典、令
和６年７月に新校舎（新テニスコート）竣工
記念式典を挙行した。

　●自主　●自律　●共生

人間尊重の精神を基盤とし、「生きる力」を
育む教育活動を推進する。
❶基礎的な知識・技能を習得するとともに、
それらを活用し、自ら考え、判断し、表現す
る力を育てる。
❷仲間と共に生きる豊かな心と、たくましい
身体を育むことで、一人一人の自己実現を図る。

●生徒アンケートにおける「いじめは、どん
な理由があってもいけないことだと思いま
すか」の項目について、最も肯定的な「思う」
と回答する生徒の割合を100％にする。
●不登校生徒の在籍比率を前年度より減少さ
せる。

●生徒アンケートにおける「学校の友達との
間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができていま
すか」に対して、肯定的に回答をする生徒
の割合を増加させる。
●中学生チャレンジテストにおける国語およ
び数学の平均点の府対比を同一母集団にお
いて経年的に比較し、いずれの学年も前年
度より２ポイント向上させる。

≪沿革≫

≪校訓≫

≪学校教育目標≫

【安全・安心な教育環境の実現】

《これまでの取組の成果と今後の課題》
●これまでの取組の成果として、体育大会や球技大会などの行事では、競技力向上を目指して
意欲的に取り組む生徒が多い。
●今後の課題として、部活動において、大阪市部活動指針に則り週当たり２日以上の休養日を
設け、教員の働き方改革を推進し時間外勤務時間を減少させている。

体力・運動能力・運動習慣（平均値）

【未来を切り拓く学力・体力の向上】

【学びを支える教育環境の充実】
●授業日において、生徒の８割以上が学習者
用端末を活用した日数が、年間授業日の
80％にする。
●ゆとりの日については、週１回以上設定す
る。学校閉庁日については、夏季休業期間
中は３日以上、冬季休業期間中は１日以上
設定する。

　「学力・体力の向上」「褒める言葉で子ども
を伸ばす教育の実践」「生徒・保護者に寄り添
う丁寧な対応」を目指し、日々の教育活動を
通じて、家庭・地域から信頼される学校づく
りを推進している。
　学校教育目標に基づく学校運営を推進する
ため、全教職員が様々な教育的課題の解決に
取り組みながら、学校運営の創造的な改善に
携わり、ICT機器を活用した授業改善に積極
的に取り組んでいる。そして、生徒の自主性
を育み、生徒の意欲を大切にする各種行事・
取組・日々の授業の実践に繋げている。

●これまでの取組の成果として、新学習指導
要領に基づく主体的で対話的な学びの実践
や ICT機器の活用の推進、個別最適な学び
の実践や誰一人取り残さない教育の推進が
できている。
●今後の課題として、オンライン授業等の
ICT機器活用の推進、学びにつまずきのある
生徒への支援の取組継続、総合的読解力育
成カリキュラムの試行等があげられる。

《これまでの取組の成果と今後の課題》

学校概要

令和5年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

令和5年度
全国学力・学習状況調査結果運営に関する計画

教育内容の特色

【電話】06－6622－0005
【校長名】中西　洋

【生徒数・学級数】
845名・28学級（内特別支
援学級6）R6.5.1現在

【標準服】あり

※ホームページも開設して
いますので、ご覧ください。

大阪市立阪南中学校

阪南中学校
北畠1－16－24

HAN NAN  CHU

42


